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4月 第 3.41i量の主日礼拝説教要約

・4月 17囲 :マルコ福音警 16:1-8,

「 墓を出る神 」

・4月 24圏 |ヨ ハネ福普書 20:24‐ 29.

「 私は僣じない 」

衣笠病院教会 牧自雨富原晃―郎



飩 牧 《基な出る神 》 《イムぼイ吉ビなヽ` 》

李鵜の文読諸鶴率』篇の救零ぎt、 「御顔こそ、わノごとの救.ヽ 」`と‐:こ す

れて、ヽます〈。さて、騨静麟軸 とヽヽう義魂 11、 1鵡 約整奮|(65口 あり、十で

もその多くは、鋳翻鯖(43轡 出てき崚す。新約撃輩の時代よりも■年も

宙うヽ傷蛛講れて tヽ た時の十うヽら赦難 ヒ編纂されたノ5θ 篤の諸は、九永

ュタ
｀`
ヤ民族の賛典歌、議、折壽奮 としても環ヽ`ら♯ヽました。薇 らは町や村

の会壼で
｀
、瀬静lt駒顔(神 の～・上の～)」 という言鸞む耳ltし たり、9

1tし たりして言鷲そのものlt il割 れ机ヒんてい`たわけですが、その意鸞

だけデ欲リナききして、水だ誰もその 陶卸麟軸 を几た者はおらず、イエ

スの第子たちもかめて、ISか ら折りぶめた者もF傷 ど
｀
ヽ`まゼんで

｀
ヒノ(。

ただ、ルカイ島春‡のた載コtよ ると、例外的 lt、 イエスが腱上からぶ餞が

地ぎて凸机|(池かオtて 神殿て'留刷される時 11、 豊 |〔 準かみた象人のシメ

オンと、宙彼 ヒて、女預會者のアンナが、そねぞね効子イエスと面会して

その 町卸蕩詢 會イfPく・、とヽ`うム永事がありました。請 り求める者 I(対 す

る神のささゃうヽな`答えつヾホすオtた 場爾Fo ξイヘシス外にも、イエスの腱上

it鱗 つわる畿つつヽのム永芋itお ヽヽて、撫子の「帯p顔」!仲 ヽ`だ者メξちが

ヽヽたことうヾわかってヽヽます。

こう`し、こ夕tルス鋳■イエスと供 |で ヽ`た轟親シス本のなたちltは 、イエスの

「獅顔」の鶯味がタロらされてヽ`なかった可儀欝ムが島ヽ`のて
｀
す。几薬飾辣

11イ エスの人溝ての不思議な‡勤争楓氣と費けとめ、質家に壊rt嗜 ろう

としたほどで
｀
こ′(。

「 れきλた者は、父き几たのだ(ヨハネ満‡鮨L7)」 とヽ う`イエスのす鸞と

11う 仏|ま らlt、 脅の言景の真壼争曖解ヒ静と人とのユヒヽ 関`係争癬い ぶ`

めたオはおらず、「構p顔」を欝 ltし ても人間の手イ畜仲の根幹が改妻る迪

ぼ輔ぎfね たも`|(λ えました。

fて 、見んで藻られ、まみがえっノこイエスと最衆属t嵐 会ったマグダ予

のマリァ1鷲 ィェスの「鞠顔」争作、ヽて、 Fう ボ風(九 上)」 と9た り、イ

エス|(す がりつヽ`たことが、ジハネイ議脊常の2θ 壼 ノ6節 |(記 されてヽ`

ます。その機、弟子たちの鷲口こもイエスは姿争几ゼますが、彼 ら|ま ただた

総よヽ罐くばかりで、上なる神の独り子の「稽澪覇」な工机することがで
｀
き

まャん。″饉れ 昨`日々は、ひきつづき、脅の政浚赫写fよ まヽす。この紳争

攀め素める礁刊壼もう、ど
｀
こltも おりまぐん。

ま亀11、 そによて'の
議争たちの手鑢嘱は、 もう取 り繁 このつ埼`ぬ地泰の



事実として、 |・ 稽p輝軸 の鴛 it罐 定してヽ`減す。また織者の関係のず
・‐み争

打事も起 こらなつ`ったこととして、曜い 隣`ず衛ぼ雛 も詩ちなわヤて糠り

まぐん。

そんな鶏子たち|(対 してイ農ク者した仲キリストは、一方賦月t絡 りはじめ

まず、「あなメ〔が′ぐit千姜あれ」。1日 手械几るからに、千書のかけらもな

ヽヽ第争たちで
｀
した。

上ザ鞠顔争あなた|こ 僣71ナ て、あなた|〔 學姜争たまわるよう

(民数れ6:26

fて ノ＼日の機、ユど吟.島欄 を黒ゼぬ減妻の~人の暴十が、その機の薬

子ノ(ち と一緒 |で ヽ`るときに、イエスが幕び姿な几ヤます。そして、一鍵聞

前 と薗ご守景争、薇.ら 1資 1llく のです、「あなたがたに千書あれ」。彎の一

人の薬子機、猟刑凡 したイエスの機治など
｀
ありえなヽ`と.鼻 っ向か ら奮た

してヽ`たトマスで
｀
す。イ友がボめたの1生 町卸麟軸 で

｀
はなく、イエスの切 り

オ.1ま れた体の数争構の跡で
｀
す。その構跡こそが、イエスの見な確定する

議決 となり、その満身倉嗜奥の姿て
｀
上き込る人間など

｀
ヽ`る11ず がなヽ`とヽ`

う上摯
=繰

り込 して しヽノ〔ようてす。

質は最初に、その機の瀞子たちの載耐(姿 き塊 ヒた』キのイエスも、彼 ら

の書で
｀
「手と脇勝Kのイ場跡)争 お几ヤltな った」ことうヾれfねており、ト

マスだ|ナ うヾ綴い 最`かったわ|ナ で機なヽ`ことうヾ、輻十會 itば れすねてヽ`た

ので
｀
す。

ど)講 リィェスは縦彼 ヒて岡ビことなしてヽヽたのです。第十たち

が 町如顔」を押く
｀`
だけで充分で

｀
あったitも 関わらず。

ここltも 銀ふなくアせ■ものユダヤ人のオ1鷺機ヽ`小イ書イ
`Pの

弊が、几え饉れ

してヽ`たので
｀
す。花矯が永ても新会争ムめず、答静嗅ヽ`ても踊 らなヽ`彼

らの性分デ晟構J(改 まる時、弟子たちうヾ「新 しヽ`イスラムル」|(よ fわ

しく悔い 次`めてせ率 lt向 う`って113+な 宣べ伝える時は、まだネてヽ`なヽ`

ので
｀
す。

もし、神 と人の受の機の農史が、ど
｀
こ1(も れ fオ るヽことがなつ`ったな

らば、イエス11、 地書のイ驚人の一人lt数 えら″tる こともなかったで
｀
しよ

う。イェスクも:申赫のせネカ`ら嵐現 とて、神話の誉ふ(=入 )|(帝 ってヽ`た

ならば。

その後ιて、やっと上まれ変わった薬子たちの血、のitビ お摯力がれぜれ

てこそ、こね|(と もなヽヽ藉えも勤くので
｀
す。響奮降臨ハ ら`始 職る彎 い ｀

轟
、



時代 こそ、李 自のキ )リ スト者が生き銃けてヽヽる時代なので
｀
す。ふが暮び

構ド麟費か向けてれたちlt手 姜争賜 ら、そのβキき、こなヽうヽ らも、持 ち撃みた ・ヽ

とおもヽヽます。


